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１．課題を取り上げた背景 

長野県茅野市金沢山国有林のヒノキ林において、公益的機能の発揮を目

的とした育成複層林施業（漸伐）を実施しており、昭和 58 年には天然林施

業指標林に、平成 11 年にはヒノキ育成複層林施業モデル林に設定されま

した。平成 15 年からは信州大学農学部と連携し、天然力を活用した更新の

可能性について検証しています。 

２．取組の経過 

当モデル林においては、ヒノキ

更新木（樹高 20cm 以上）の生育

の良い区画で、７万本/ha の更新

が見られたため、平成 28 年に一

部の区域にて試験的に 0.25ha の

終伐を実施しました。引き続き、

令和３年には更新完了している

区域は終伐を、更新が不十分な区

域については 下種伐
か し ゅ ば つ

を実施し、

終伐した区域において、伐採に

よる更新木への影響等を調査・

検証しました。 

３．実行結果と考察 

終伐
しゅうばつ

を実施した結果、伐

採前に 1.08ha 分布して

いた更新木は 0.48ha 維

持されました。この保全

範囲内では下刈までの保

育作業が完了している状

態であることから、造林

作業の省略が可能とな

り、経費で試算した場合、

ha あたり約 70 万円の削

減となりました。 

４．今後の取り組み 

今後は、更新木の生育状況と終伐による更新木への影響について経過観

察を行うとともに、隣接林班において、新たに調査プロットを設定し、区

画毎に伐採率を変えて間伐を実施し、天然更新の経過及び施業方法につい

て信州大学農学部と連携し調査・検討していきます

図１：更新木分布状況（伐採前・伐採後）

写真１：モデル林の更新状況

写真２：伐採前 写真３：伐採後




